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「
エ
コ
ト
ピ
ア
山
田
」再
整
備
事
業
と

一
体
で
進
め
る
山
田
町
会
の
地
域
づ
く
り

「
エ
コ
ト
ピ
ア
山
田
」再
整
備
事
業
と

一
体
で
進
め
る
山
田
町
会
の
地
域
づ
く
り

▲

山
田
地
籍
か
ら
の
眺
望

▲

三
車
線
化
さ
れ
た
梓
橋

３
月
30
日
、
山
田
町
会
と
松
本

市
は
「
エ
コ
ト
ピ
ア
山
田
」
再
整
備

に
伴
う
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
覚

書
を
締
結
し
ま
し
た
。
同
施
設
は
、

昭
和
45
年
に
廃
棄
物
最
終
処
分
場

と
し
て
稼
働
を
始
め
ま
し
た
が
、
埋

立
可
能
容
量
に
近
づ
い
た
た
め
に

敷
地
内
で
再
整
備
を
進
め
て
い
ま

す（
新
施
設
：
令
和
９
年
可
動
開
始・

容
量
17
年
間
分
）。

覚
書
は
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に

直
面
す
る
地
域
社
会
の
維
持
と
活

性
化
を
目
的
に
し
て
お
り
、
次
の
２

つ
を
重
点
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、「
地
域
へ
の
移
住
・
定
住

を
促
す
拠
点
整
備
」
で
す
。
ア
ル
プ

ス
公
園
か
ら
松
本
市
特
別
史
跡
の

平
瀬
城
跡
を
と
お
り
、
さ
ら
に
山
田

地
域
ま
で
を
つ
な
ぐ
周
遊
遊
歩
道

を
整
備
し
ま
す
。
こ
の
道
は
、
歴

史
的
な
古
道
と
し
て
の
価
値
へ
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
市
内
外
の
多
く

の
方
に
利
用
さ
れ
る
文
化
・
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
旧
松
本
青
年
の
家
は

解
体
さ
れ
、
跡
地
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
を
新
築
し
ま
す
。
周
辺
に

は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
環
境
や
太
陽

光
発
電
施
設
な
ど
を
備
え
た
ク
ラ

イ
ン
ガ
ル
テ
ン
も
整
備
し
ま
す
。
利

用
者
と
町
会
住
民
が
集
い
交
流
す

る
こ
と
に
よ
り
、
山
田
町
会
へ
の
移

住
・
定
住
人
口
の
増
加
に
繋
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

２
点
目
は
「
安
全
で
安
心
な
暮
ら

し
に
必
要
な
生
活
環
境
の
整
備
」
で

龍
雲
寺
は
、
現
在
の
小
宮
公

民
館
の
場
所
に
あ
り
、
明
治
初

期
の
廃
仏
毀
釈
の
時
に
廃
寺
と

す
。
町
会
の
幹
線
道
路
で
あ
る
通

称
「
本
通
り
」
や
松
本
ト
ン
ネ
ル
か

ら
山
田
に
至
る
つ
づ
ら
折
り
の
急

カ
ー
ブ
、
通
称
「
大
曲
り
」
の
区
間

に
つ
い
て
拡
幅
工
事
を
行
う
と
と

も
に
、町
会
北
部
の
「
沖
の
田
地
籍
」

に
、
農
作
業
車
両
な
ど
が
通
行
で
き

る
生
活
道
路
を
新
設
。
ま
た
町
会
が

景
観
の
保
全
に
努
め
て
き
た「
下
池
」

と
呼
ば
れ
る
場
所
に
、
あ
や
め
・
水

芭
蕉
の
植
栽
を
行
い
、
住
民
憩
い
の

場
所
に
す
る
た
め
に
公
園
整
備
を

行
い
ま
す
。

今
後
も
山
田
町
会
の
未
来
へ
の
希

望
を
抱
き
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
田
町
会　
大
沢　
隆
雄

長
野
県
松
本
建
設
事
務
所
が
、

朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
で
の
交
通
渋

滞
を
緩
和
す
る
た
め
に
進
め
た
、

梓
橋
の
拡
幅
工
事
（
完
全
三
車
線

化
）が
、３
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
交
通
の
流
れ
は
ど
う

変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
利
用

者
や
道
路
に
面
し
た
商
店
の
方
々

か
ら
は
「
松
本
方
面
へ
の
流
れ
は
、

以
前
よ
り
良
く
な
り
、
信
号
待
ち

の
回
数
が
減
っ
た
」「
渋
滞
は
短
く

な
っ
て
い
る
」と
い
う
一
方
で
、「
安

曇
野
方
面
へ
の
夕
方
の
渋
滞
は
、

今
も
続
い
て
い
る
」
と
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

道
路
環
境
は
、
改
善
さ
れ
ま
し

た
が
、
渋
滞
の
解
消
ま
で
に
は
至

ら
な
い
よ
う
で
す
。

交
通
標
語
に
「
せ
ま
い
日
本　

そ
ん
な
に
急
い
で
ど
こ
に
行
く
」

と
あ
り
ま
す
。
渋
滞
に
イ
ラ
イ
ラ

せ
ず
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安

全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

な
っ
て
い
ま
す
。
開
基
年
代
は
不
明

で
す
が
、
慶
安
４
年
（
１
６
５
１
）

の
検
地
帳
に
龍
雲
寺
と
い
う
地
名

が
あ
り
、
近
世
初
頭
ま
で
小
宮
に
在

駐
し
た
小
宮
氏
の
氏
寺
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
保
蔵
さ
れ
て
い
る
阿
弥

陀
如
来
は
室
町
時
代
の
作
と
い
わ

れ
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
小
宮
で
は
昭
和
12
年
、
全

国
に
先
駆
け
て
農
繁
期
の
季
節
保

育
所
を
始
め
ま
し
た
。
昭
和
28
年
に

は
公
民
館
を
利
用
し
て
町
会
が
運

営
す
る
認
可
保
育
所
・
通
年
保
育
と

な
り
、
住
民
が
協
力
し
て
子
育
て
を

行
い
ま
し
た
。
現
在
で
も
住
民
が
保

育
園
の
年
中
行
事
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

高
山
正
敏
町
会
長
は
「
園
と

町
会
相
互
の
交
流
を
通
し
て
住

民
の
結
び
つ
き
に
繋
が
っ
て
い

る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
今
、

龍
雲
寺
の
往
時
を
し
の
ば
せ
る

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
の

き
ず
な
の
歴
史
を
感
じ
る
場
所

で
す
。 高松寺

中央橋
松本
インター

高
速
道
路（
中
央
道
）

国道158号

上高地線下新駅

松
本
筑
摩
高
校

小
宮
保
育
園

（
小
宮
公
民
館
）

　龍
雲
寺
跡

小宮（信号）梓 

川

梓
橋
が
拡
幅
さ
れ
ま
し
た
！



新
町
会
連
合
会
長
あ
い
さ
つ

退
任
連
合
会
長
あ
い
さ
つ
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髙
山　
潔

�

（
高
松
）

今
年
度
、
島
内
地
区
町
会
連
合

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
髙
山

で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
過
去

２
年
間
、
町
会
や
町
会
連
合
会
の
各

種
事
業
の
大
半
が
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ス
テ
イ
ホ
ー

ム
が
長
引
く
中
で
何
と
な
く
閉
塞

感
が
増
し
、
人
と
人
と
の
交
流
や
親

睦
の
機
会
が
減
る
こ
と
で
、
住
民
同

士
の
絆
が
薄
れ
る
こ
と
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

一
方
、
今
年
に
な
っ
て
、
諏
訪

の
御
柱
や
善
光
寺
の
御
開
帳
な
ど

が
感
染
対
策
を
講
じ
て
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
イ

ベ
ン
ト
の
あ
り
方
が
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
今
後
は
早
期
に
感
染
警

戒
レ
ベ
ル
が
下
が
り
、
今
年
こ
そ
計

画
し
た
事
業
が
開
催
で
き
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
度
に
島
内
地

区
は
「
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
モ

デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
モ

デ
ル
町
会
で
の
要
援
護
者
の
安
否

確
認
や
避
難
支
援
計
画
づ
く
り
、

指
定
避
難
所
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定
、
中
学
校
や
松
本
大
学
と

の
連
携
事
業
な
ど
、
様
々
な
取
組

み
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
更
な
る
広
が
り
を

目
指
し
、
モ
デ
ル
町
会
を
増
や
す
と

と
も
に
、
避
難
所
の
運
営
訓
練
等
を

具
体
化
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
関
係

者
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

�

宮
田　
芳
彦
（
松
島
）

令
和
元
年
か
ら
３
年
間
、
島
内

地
区
町
会
連
合
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

元
号
の
「
和
を
も
っ
て
貴
し
と

せ
よ
」
に
習
い
、
地
区
の
行
事
を
通

じ
て
自
分
達
の
暮
ら
す
地
域
が
安

全
で
楽
し
く
、
希
望
の
持
て
る
よ
う

に
す
る
べ
く
取
組
み
ま
し
た
。　

し
か
し
、
令
和
２
年
３
月
頃
か

ら
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
流
行
し
、
緊
急

事
態
宣
言
の
発
令
で
、
楽
し
み
に
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
運
動
会
、
灯
ろ
う

祭
り
、
ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト
等
が
中

止
に
追
い
込
ま
れ
た
の
は
残
念
な

事
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
地
域
交
通

の
先
鞭
を
つ
け
、
平
瀬
城
跡
を
中
心

と
し
た
島
内
の
文
化
遺
産
の
整
理

が
出
来
た
事
は
、
関
係
各
位
の
ご
協

力
の
賜
物
で
有
り
心
か
ら
感
謝
を

申
し
あ
げ
ま
す
。

島
内
地
区
の
皆
様
方
の
ご
健
康
、

ご
多
幸
と
、
地
域
の
ご
繁
栄
を
祈
念

し
、
退
任
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

◉ 

新
役
員
決
ま
る 

◉

☆
町
会
長

　
小　
宮�

髙
山　
正
敏

　
高　
松
（
会
長
） �

髙
山　
　
潔

　
島
高
松
（
副
会
長
）
髙
山　
拓
郎

　
北　
中　
　
　
　
　
茂
木　
英
二

　
南　
中
（
会
計
）      

犬
飼　
孝
佳

　
青　
島　
　
　
　
　
胡
桃　
孝
好

　
松　
島　
　
　
　
　
百
瀬　
重
男

　
新　
橋�

白
木　
好
雄

　
東　
方�

犬
飼　
敏
文

　
町　
　
　
　
　
　

   

久
保
田
修
身

　
北　
方　
　
　
　
　
山
崎　
雅
文

　
上
平
瀬　
　
　
　

   

清
水　
豊
秋

　
平
瀬
川
西�

松
尾　
英
志

　
平
瀬
川
東�

胡
桃
沢
武
久

　
下　
田
（
副
会
長
）�逢
澤　
幸
子

　
山　
田　
　
　
　

   

大
沢　

千
尋

　
犬
飼
新
田�

村
山　
俊
雄

　
中　
田�

片
田　
伸
一

　
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
小
宮　
堀
内　
　
浩

　
小
宮
西　
　
　
　

   

宮
坂　
健
太

☆
町
内
公
民
館
長

　
小　
宮�

清
水
口
治
雄

　

高　

松 　
　
　
　

 
窪
田　
恒
幸

　
島
高
松　
　
　
　

   
丸
山　
祐
嗣

　
北　
中　
　
　
　

   

太
田　
則
夫

　
南　
中
（
副
会
長
）
犬
飼　
正
次

　

青　

島 　
　
　
　

石
黒　
　

諭

　

松　

島　
　
　
　

 

岩
尾　
啓
一

　
新　
橋
（
会
長
）　�

山
田　
博
甲

　
東　
方　
　
　
　

   

犬
飼　
博
文

　

町　
　
　
　
　

     

高
木　
孝
志

　

北　

方
（
会
計
補
佐
）
金
井　
　
晃

　

上
平
瀬　
　
　
　

  

赤
羽　
雄
次

　
平
瀬
川
西�

松
尾　
芳
徳

　
平
瀬
川
東�

望
月　
若
葉

　
下　
田�

  

逢
澤　
博
光

　
山　
田
（
副
会
長
）�

丸
山　
廣
登

　
犬
飼
新
田�

河
野　
久
通

　
中　
田�

神
通
川
清
司

　
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
小
宮�

今
井　
愛
朗

　
小
宮
西�

西
澤　
知
恵

☆
公
民
館
運
営
委
員
会

髙
山　

  

潔

山
田　
博
甲   

今
井  

俊
文　

阪
口　
和
彦

武
井　
征
房

小
原　
良
成

馬
場　
雄
治

北
澤　
敬
子

島
村　

公
章

宮
川　
幸
登

髙
山　
裕
子

牧
垣　
智
子

村
山　
俊
雄

丸
山　
高
司

（
委
員
長
／
町
会
連
合
会
長
）

（
町
内
公
民
館
長
会
長
）

（
島
内
小
学
校
長
）

（
松
島
中
学
校
長
）

（
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
）

（
子
ど
も
会
育
成
会
長
）

（
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
）

（
健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長
）

（
交
通
安
全
協
会
支
部
長
）

（
体
育
協
会
長
）

（
館
報
編
集
委
員
長
）

（
図
書
視
聴
覚
委
員
長
）

（
文
化
委
員
長
）

（
利
用
者
団
体
代
表
）

☆
館
報
編
集
委
員
会

髙
山　
裕
子
（
委
員
長
）

川
上　
　
弘
（
全
市
版
）

東　
　
洋
子�

三
沢
枝
美
子

三
村
美
津
江�

髙
山　
沙
織

中
島　
綾
子�

可
児
美
津
子

窪
田　
恒
幸　
　
　

 

神
通
川
清
司

☆
図
書
視
聴
覚
委
員
会

牧
垣　
智
子（
委
員
長
） 

髙
山　
桂
子

犬
飼
美
智
子　
　
　

  

小
原
た
け
子

　

 

胡
桃
沢
里
香　
　

     

青
木
美
貴
子

☆
文
化
委
員
会

村
山　
俊
雄（
委
員
長
）   

浅
澤　
忠
信

　

 

高
橋
ゆ
き
美          

茂
木　
博
子�

山
村　
好
子        　
山
岡　
京
子

　

 

麻
和　
良
一         

茂
木　
英
二

石
黒　
　
諭　

        

望
月　
若
葉

雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
に
魅
了
さ

れ
、
松
本
に
や
っ
て
き
た
仙
台
出

身
者
で
す
。
最
近
、
車
を
購
入
し

ま
し
た
。お
薦
め
の
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー

ス
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

浅香吉司さん浅香吉司さん

段ボール模型展段ボール模型展

乗
っ
ト
ラ
〜

乗
っ
ト
ラ
〜 島

内
出
張
所

田
村　

あ
か
ね

新 

任 

職 

員


